人事委員会傍聴者の声　その(18)
【2006・3・13】
教育施策の『不毛さ』を改めて感じた
3・13入学②グループ・証人尋問：小山実小金井工業高校校長／吉兼元幸農林校長

*「フロアー形式の手作りの卒業式に戻って欲しいと思います。都教委の方ばかり向いていて、上座などと言う言葉が校長から出てくる事自体に違和感を覚えます。処分された先生たちは誇りです。胸を張ってがんばってください。私もがんばります。」
　　　(岸本　幸子　市民)

*「職場では、10・23通達以後、何でも命令されて仕事が面白くなくなったと言われているのに、校長はこんな状況を変えていこうとする姿勢が全く示されず、本当に失望しています。」　　　(匿名)

*「悩んでいる現職の皆さん、信念を貫いて下さい。歴史的な審理が今日も都庁39Ｆで行われています。10・23通達が違憲・違法であることが声を大にして言う事ができる数少ない公式の場です。尋問する側は様々な事実を入念な打ち合わせで審理を進めているが、答える校長も尋問者以上の鋭さで質問を誰かに前もってしてもらい、練習してきているのかも知れません。10・23通達と共に打ち死しようとしているように見える校長には、生徒、保護者、教職員の顔も姿も見えないだろうと思います。情けない姿です。私は04年卒業式の不起立で嘱託不採用、05・4月からのアルバイト生活は経済的に不安定ですが、生涯『
生徒と共に汗し』現場で活動する自分の信念を貫けた満足感の方がはるかに大きな財産となっています。『恐れないで後に続いてください』」　(不採用撤回を求める会　小森　正彦)

*「新任校長が教職員と最初にしあう『仕事』が、その学校の生徒たちの具体的な教育課題ではなく、このような『式』の起立・不起立問題をめぐる『不信』にしぼられてくるような教育施策の『不毛』をあらためて感じた。この『不毛さ』を都教委は猛省して欲しい。（都民の70％以上が強制の不毛さを実感している事実をふまえて）。農林校長の回答には、これまで何人かの校長の回答に見られた、『覚えていない』の連発など、無責任さ、いい加減さとは異なり、今の状況の中での管理職のギリギリの『誠実さ』(教育観は別としても)を感じたので、なおさらその感じが強かった。」
　　　　　　　　　　　　　　(小島　昌夫　元都高教教文部長)

*「今日初めて傍聴に来ました。校長は何かと答えをはぐらかしていますが、本当に追いつめられていますね。この実態を多くの人に見てもらいたいと思いました。また傍聴に来ます。がんばりましょう。」（大山　動労千葉を支援する会）

*「まあ、始めからわかっていることだが、人事委員自身が偏っており、正しく、平等に審理しょうとする意思が感じられない。ただし、これを経ないと、次に進めないという仕組みがあるとの事で仕方があるまい。ただし、いつも思うことは、処分された教員達の立派さである。まだ都立にこのような教員達が存在することに感動を覚える。」　(匿名　市民)

(傍聴者28名　心から感謝しています。　請求人・代理人12名　被処分者の会　星野)



